
主催 千葉県 企画運営・問合せ
NPO法人ちば市民活動・市民事業サポートクラブ (NPOクラブ)
TEL：043-303-1688　Email：chiba@npoclub.com

令和8年度千葉県市民活動団体マネジメント事業(団体運営の基礎)

10/20 13:30~16:00

〈申込締切：10/14 〉

1/19

火

13:30~16:00火

水

定員
50名

参加費
無料

2026

2027

連続講座1回目

連続講座2回目

NPO・市民活動団体のための
事業戦略・組織づくり

見つけよう！団体の未来、地域の未来

詳細は裏面へ☞

対象

NPO、任意団体、社団法人のメンバー

開催方法

申込方法

会場　パルひろば☆ちば ※1/19の会場は変更になる場合があります。

（要事前申込）オンライン　Zoom配信、後日視聴あり

＊新規団体の方も、長年活動している団体の方も！

右記フォームまたは①お名前②ご所属(個人の方は記載不
要)③参加方法(会場参加/当日Zoom参加/後日視聴 )④電
話番号⑤住所(市区町村まで)をEメールにて送付ください。
▶https://forms.office.com/r/sJaCvuTGys

京成千葉駅

JR千葉駅

そごう
千葉店

●千葉銀行

ローソン

パルひろば☆ちば

●ピタットハウス

いその　
メディカル　
クリニック●

千葉市中央区新町18-10 千葉第一生命ビルディング 1F

会場アクセス

川北 秀人さん
（IIHOE［人と組織と地球のための

国際研究所］代表）

講師

「今の活動をもっと地域に活かしたい」

「これからの団体運営に少し不安がある」

そんな方におすすめの講座です。

地域の人口や世帯構成の変化を手がかりに、

団体の役割や強み、これから取り組むべきことを整理しながら、

2030年代を見据えた事業・組織づくりを考えます。

ワークや参加者同士の交流を通して、

自団体の次の一歩を見つけましょう。

実践型
連続講座

参加者同士の

直接の交流が

団体のこれからを

考えるヒントになります。

ぜひ会場にて

ご参加ください！



講座スケジュール

川北 秀人さん

1964 年大阪生まれ。87 年に京都大学卒業後、株式会社リクルートに入社。広報や国際採用などを

担当して91年退社。その後、国際青年交流NGOの日本代表や国会議員の政策担当秘書などを務め、

94年に IIHOE設立。市民団体のマネジメントを支援するとともに、NPO・市民団体と行政との協働

の基盤づくりを進めている。

講師紹介

（IIHOE［人と組織と地球のための国際研究所］代表）

マネジメント講座開催日程

No

1

2

3

4

5

6

7

定員講師

川北秀人さん （IIHOE 代表）

石井敏則さん（社労士）

石井敏則さん（社労士）

加藤達郎さん（税理士）

加藤達郎さん（税理士）

川北秀人さん （IIHOE 代表）

須藤博文さん（弁護士）

講座名

NPO・市民活動団体のための
事業戦略・組織づくり①

NPO法人の労務①

NPO法人の労務②

NPO法人の日常会計処理

NPO法人の年度末会計処理と事業報告書作成

NPO・市民活動団体のための
事業戦略・組織づくり②

NPOのための個人情報保護講座

開催方法

対面・Zoom併用

Zoom

Zoom

対面・Zoom併用

対面・Zoom併用

対面・Zoom併用

Zoom

日程

10/20（火）PM

11/5（木）PM

11/19（木）PM

11/25（水）PM

12/9（水）PM

1/19（火）PM

2月中旬 PM

詳細はNPOクラブのブログにて随時更新します
ブログはこちら→

各50名

「2030年代を見据えて、千葉県内のNPO・市民活動団体に求められる視野と戦略」
－人口・世帯構成を踏まえて、地域課題解決、地域づくりを含む団体の役割・機能を再確認する

連続講座1回目

連続講座2回目

「2030年代を見据えた事業・組織の在り方の相互共有」
－地域のニーズに沿った活動を具体化するために、事業と組織の未来を共有する

2026/10/20 火 13:30~16:00

2027/1/19 火 13:30~16:00

本講座では、県内各地の人口・世帯構成の推移を踏まえて、今後の地域において団体が果たすべき役割や機能を再確認し、
2030 年代に備えた各団体の事業・組織の在り方や戦略について、簡単なワークで考えます。

連続講座２回目は、参加団体同士で課題や対策を共有しながら、事業や組織の在り方や、 それを
実現するための戦略づくりについて深めます。今後の事業・団体運営について、 将来を見通しな
がら、参加者がともに考える機会です。


